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夏季休業の終了 

  

 長かった？短かった？ 

 （４０日間もあったわけですから長かったのだ

と思いますが、野球ばかりの毎日だったのであっ

という間に過ぎた感じがしています。全国の高校

球児、その指導者の方々、皆、同じような感想な

のではないでしょうか・・） 

夏季休業が終わりました。 

このような期間がある日本の仕組み、とても良 

いと思います。私達、市高野球部は、新チーム、

選手２６名、女子マネージャー４名、計３０名が

１つのクラスのような感じでこの期間を過ごし

ました（私はその担任という感じ・・）。 

 

 集団生活、良いことばかりではなかったと思い

ます（私のような大人の知らないところで様々な

ことがあったのかも知れません）。でも、集団の

中で個人がどのように過ごすべきか・・そのよう

なことを学ぶ機会となる長期休業中の部活動と

いうのは大いに意義があると私は思います。 

 

 日に焼けたからかも知れませんが、チーム発足

（約５０日前）時より、選手１人１人が少々逞し

くなった気がします。 

 

 

 

引き続き頑張ります。 

よろしくお願い致します。 

 

 

練習試合の結果 

 

 ２６日（水）対立正大立正高校 

  第１試合     ６対６     引分 

  第２試合     途中まで 

 

２８日（金）対高輪高校 

  第１試合    １７対６     勝利 

  第２試合     途中まで 

 

 ３０日（日）対江戸川高校 

  第１試合     ７対５     勝利 

  第２試合     途中まで 

 

 ３１日（月）対浦和北高校 

  第１試合    １７対６     勝利 

 

  １日（火）対県立浦和高校 

  第１試合     ２対５     敗退 

 

 

通算成績  ２２勝 １０敗 １分 

 

 

 

 

 

悩み解決 

 

自校グランドで試合をする際（野球は１試合の

時間が結構かかるので）（相手校指導者の方や審

判の方に）昼食のお弁当を用意しなければならな

い、そんなことがしょっちゅうあります。 

スタッフがたくさんいれば、誰かが外出して購

入しに行けばよいだけの話ですが、市高のように

そうでない場合、それは厳しいですし、当日朝に

ならないといくつお弁当が必要かを把握できな

いケースが多いのです。 

そんな状況の中、市高野球部にとって「救世主」

が現れました。具体名は伏せますが、「いくら」

で「いくつ」のお弁当が必要かをその日の朝、電

話で伝えれば昼までにお弁当を学校に配達して

いただける、そんな業者が現れたのです。 

大変助かっています。 

 （野球以外の悩みですが）解決しつつあります。 

 


